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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第74期

第３四半期
累計期間

第75期
第３四半期
累計期間

第74期

会計期間
自　平成28年４月１日
至　平成28年12月31日

自　平成29年４月１日
至　平成29年12月31日

自　平成28年４月１日
至　平成29年３月31日

売上高 （千円） 32,015,930 32,227,937 41,296,867

経常利益 （千円） 224,466 232,533 215,691

四半期（当期）純利益 （千円） 152,489 157,456 143,784

持分法を適用した場合の投資利益 （千円） 20,749 32,987 9,046

資本金 （千円） 1,450,000 1,450,000 1,450,000

発行済株式総数 （千株） 19,269 1,926 19,269

純資産額 （千円） 12,645,869 12,876,487 12,663,796

総資産額 （千円） 16,552,291 16,753,181 15,149,710

１株当たり四半期（当期）純利益

金額
（円） 85.60 88.41 80.71

潜在株式調整後１株当たり

四半期（当期）純利益金額
（円） － － －

１株当たり配当額 （円） 4.00 4.00 8.00

自己資本比率 （％） 76.4 76.9 83.6

 

回次
第74期

第３四半期
会計期間

第75期
第３四半期
会計期間

会計期間
自　平成28年10月１日
至　平成28年12月31日

自　平成29年10月１日
至　平成29年12月31日

１株当たり四半期純利益金額 （円） 48.66 49.11

（注）１　当社は四半期連結財務諸表を作成しておりませんので、連結会計年度に係る主要な経営指標等の推移につい

ては記載しておりません。

２　売上高には、消費税等は含まれておりません。

３　潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しており

ません。

４　当社は、平成29年10月１日付で普通株式10株につき１株の割合をもって株式併合を実施しております。前事

業年度の期首に当該株式併合が行われたと仮定し、１株当たり四半期（当期）純利益金額を算定しておりま

す。なお、第75期第３四半期累計期間の１株当たり配当額については、基準日が平成29年９月30日であるた

め、当該株式併合前の金額を記載しております。

 

２【事業の内容】

　当第３四半期累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容に

ついて、重要な変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。

　なお、第１四半期会計期間より、報告セグメントの区分を変更しております。詳細は、「第４経

理の状況　１四半期財務諸表　注記事項（セグメント情報等）」に記載のとおりであります。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　当第３四半期累計期間において、新たな事業等のリスクの発生、又は前事業年度の有価証券報告

書に記載した事業等のリスクについての重要な変更はありません。
 

２【経営上の重要な契約等】

　当第３四半期会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。
 

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

(1) 業績の状況

当第３四半期累計期間におけるわが国経済は、日銀による金融緩和が続く中で、世界経済の拡

大を背景に輸出が好調で企業収益の改善が進み、雇用、所得環境は緩やかな回復基調にあり、日

経平均株価は２万円台を回復後、上昇傾向が続いております。しかし、依然として個人消費には

停滞感があるなど、景況感は先行き不透明な状況が続いております。

当業界におきましては、天候不順による水産物の不安定な漁獲状況や水産物資源の減少、消費

者の安全、節約志向や魚離れ等、引き続き厳しい事業環境が続いております。

このような外部環境のもとで、当社は、変化するマーケットや激化する販売競争に対応した集

荷、営業活動を積極的に推し進めるとともに、業績の向上と経営体質の強化のための諸施策に取

り組んでまいりました。

この結果、売上高は、卸売部門が販売単価の上昇により増収となり、不動産賃貸部門が順調な

収入となるなど、全体で32,227百万円(前年同四半期比0.7％増)となりました。経常利益は、不採

算部門の食品加工場の閉鎖に伴う損失額の減少、管理費の減少等により232百万円(前年同四半期

比3.6％増)となり、四半期純利益は、157百万円(前年同四半期比3.3％増)となりました。

セグメント別の業績は、次のとおりであります。

　なお、「食品加工場部門」は前事業年度で廃止しております。

 (卸売部門)

鮮魚は、天然ブリ、ハマチ、サワラが天候不順により入荷減となり、養殖ブリ、ヒラメ、タイ

が在池量の減少による浜値高で売上減となりましたが、マダコが順調に入荷し、本マグロ、キハ

ダマグロの加工品が取扱増、年末用トロ商材が順調な販売となるなど、全体で増収となりまし

た。

冷凍魚は、冷エビ、冷カラスガレイなどが高値により低調な荷動きで取扱減となりましたが、

冷キンメダイ、冷タルイカが加工用中心に取扱増となり、生食用の冷アカエビが順調な販売で売

上を伸ばし、全体で増収となりました。

加工食品は、煉製品関係が特売用の低価格商品の搬入減で振わず、アジ、キンメダイなどの開

き物が原料不足により取扱減、秋サケ、時サケが不漁でイクラが高騰するなど、取扱減となりま

したが、小女子などの取扱増により、全体では増収となりました。

売上高は30,755百万円(前年同四半期比2.2％増)、営業利益は294百万円(前年同四半期比5.9％

減)となりました。

 (飼料工場部門)

養鰻用飼料は、シラスウナギの順調な池入れにより国内向け飼料、輸出用飼料が販売数量が増

加し、売上増となりましたが、水産向け魚粉が需要減により販売数量が減少し、全体で減収とな

りました。

この結果、売上高は906百万円(前年同四半期比4.1％減)、営業利益は56百万円(前年同四半期比

113.1％増)となりました。
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 (冷蔵工場部門)

給食関係の冷凍食品や冷アカエビの順調な入荷で取扱増となり、同業他社の再保管が増加しま

したが、鮭鱒、サンマの取扱いが減少し、売上高は472百万円(前年同四半期比0.3％減)、営業利

益は53百万円(前年同四半期比23.8％減)となりました。

 (不動産賃貸部門)

売上高は93百万円(前年同四半期比12.3％増)、営業利益は49百万円(前年同四半期比6.3％増)と

なりました。

 

(2) 財政状態の状況

当第３四半期会計期間末における総資産は、16,753百万円となり、前事業年度末に比べ1,603百

万円（10.6％）増加しました。これは主に、現金及び預金の減少639百万円などがありましたが、

受取手形及び売掛金の増加1,694百万円、投資有価証券の増加560百万円などによるものでありま

す。

　負債は、3,876百万円となり、前事業年度末に比べ1,390百万円（55.9％）増加しました。これ

は主に、買掛金の増加1,285百万円、受託販売未払金の増加59百万円などによるものであります。

　純資産は、12,876百万円となり、前事業年度末に比べ212百万円（1.7％）増加しました。これ

は主に、その他有価証券評価差額金の増加199百万円、利益剰余金の増加14百万円などによるもの

であります。

 

(3) 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第３四半期累計期間において、当社が対処すべき課題について重要な変更はありません。

 

(4) 研究開発活動

該当事項はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 6,619,000

計 6,619,000

（注）　平成29年６月27日開催の第74回定時株主総会決議により、平成29年10月１日付で普通株式10株につき１株の割

合をもって株式併合を実施しております。これにより、発行可能株式総数は59,571,000株減少し、6,619,000株

となっております。

 

② 【発行済株式】

種類
第３四半期会計期間末
現在発行数（株）

（平成29年12月31日）

提出日現在
発行数（株）

（平成30年２月９日）

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 1,926,900 1,926,900
名古屋証券取引所

市場第二部

単元株式数

100株

計 1,926,900 1,926,900 － －

（注）　１　平成29年６月27日開催の第74回定時株主総会決議により、平成29年10月１日付で普通株式10株につき１株

の割合をもって株式併合を実施しております。これにより、発行済株式総数は17,342,100株減少し、

1,926,900株となっております。

　２　平成29年５月15日開催の取締役会決議により、定款を変更し、平成29年10月１日付で単元株式数を1,000

株から100株に変更しております。

 

(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。
 

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。
 

(4) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。
 

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数
（株）

発行済株式
総数残高
（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金
増減額
（千円）

資本準備金
残高

（千円）

平成29年10月１日～

平成29年12月31日
△17,342,100 1,926,900 － 1,450,000 － 1,045,772

（注）　平成29年６月27日開催の第74回定時株主総会決議により、平成29年10月１日付で普通株式10株につき１株の割

合をもって株式併合を実施しております。これにより、発行済株式総数は17,342,100株減少し、1,926,900株と

なっております。

 

(6) 【大株主の状況】

当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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(7) 【議決権の状況】

当第３四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認

できないため、事前の基準日である平成29年９月30日の株主名簿により記載しております。

なお、平成29年10月１日付で普通株式10株につき１株の割合をもって株式併合を実施してお

りますが、株式併合前の株式数を記載しております。

①【発行済株式】
平成29年12月31日現在

 

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式   1,459,000 － 単元株式数 1,000株

完全議決権株式（その他） 普通株式  17,735,000 17,735 同上

単元未満株式 普通株式      75,000 － －

発行済株式総数 19,269,000 － －

総株主の議決権 － 17,735 －

（注）　１　平成29年６月27日開催の第74回定時株主総会決議により、平成29年10月１日付で普通株式10株につき１株

の割合をもって株式併合を実施しております。これにより、発行済株式総数は17,342,100株減少し、

1,926,900株となっております。

　２　平成29年５月15日開催の取締役会決議により、定款を変更し、平成29年10月１日付で単元株式数を1,000

株から100株に変更しております。

 

②【自己株式等】
平成29年12月31日現在

 

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義
所有株式数
（株）

他人名義
所有株式数
（株）

所有株式数
の合計
（株）

発行済株式総数
に対する所有
株式数の割合

（％）

中部水産㈱
名古屋市熱田区川並町

２－22
1,459,000 － 1,459,000 7.5

計 － 1,459,000 － 1,459,000 7.5

（注）平成29年６月27日開催の第74回定時株主総会決議により、平成29年10月１日付で普通株式10株につき１株の割合

をもって株式併合を実施し、単元株式数を1,000株から100株に変更しております。これにより、平成29年12月31日

現在の自己保有株式数は、単元未満株式の買取りによる取得分と合わせて146,017株となっております。

 

２【役員の状況】

　該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１　四半期財務諸表の作成方法について

　当社の四半期財務諸表は、「四半期財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成

19年内閣府令第63号）に基づいて作成しております。
 

２　監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期会計期間（平成29年10月

１日から平成29年12月31日まで）及び第３四半期累計期間（平成29年４月１日から平成29年12月31

日まで）に係る四半期財務諸表について、有限責任監査法人トーマツによる四半期レビューを受け

ております。
 

３　四半期連結財務諸表について

　当社は子会社がありませんので、四半期連結財務諸表を作成しておりません。
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１【四半期財務諸表】

(1)【四半期貸借対照表】
  （単位：千円）

 
前事業年度

(平成29年３月31日)
当第３四半期会計期間
(平成29年12月31日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 2,379,070 1,739,277

受取手形及び売掛金 1,919,957 3,614,074

有価証券 2,901,146 2,801,934

商品及び製品 1,357,115 1,614,090

仕掛品 34,196 45,252

原材料及び貯蔵品 519,796 357,413

その他 50,652 25,256

貸倒引当金 △9,973 △21,770

流動資産合計 9,151,962 10,175,531

固定資産   

有形固定資産   

建物（純額） 870,198 848,857

その他（純額） 731,036 765,401

有形固定資産合計 1,601,235 1,614,258

無形固定資産 12,090 19,807

投資その他の資産   

投資有価証券 4,098,016 4,658,877

その他 312,294 303,931

貸倒引当金 △25,889 △19,224

投資その他の資産合計 4,384,421 4,943,584

固定資産合計 5,997,747 6,577,650

資産合計 15,149,710 16,753,181

負債の部   

流動負債   

買掛金 1,479,601 2,764,795

受託販売未払金 116,900 176,748

未払法人税等 27,993 15,627

賞与引当金 53,100 16,378

役員賞与引当金 5,840 －

その他 187,347 232,837

流動負債合計 1,870,783 3,206,388

固定負債   

退職給付引当金 417,880 389,162

その他 197,249 281,143

固定負債合計 615,130 670,305

負債合計 2,485,913 3,876,694
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  （単位：千円）

 
前事業年度

(平成29年３月31日)
当第３四半期会計期間
(平成29年12月31日)

純資産の部   

株主資本   

資本金 1,450,000 1,450,000

資本剰余金 1,045,772 1,045,772

利益剰余金 10,132,284 10,147,145

自己株式 △592,474 △593,780

株主資本合計 12,035,582 12,049,137

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 628,213 827,350

評価・換算差額等合計 628,213 827,350

純資産合計 12,663,796 12,876,487

負債純資産合計 15,149,710 16,753,181
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(2)【四半期損益計算書】

【第３四半期累計期間】
  （単位：千円）

 
前第３四半期累計期間
(自　平成28年４月１日
　至　平成28年12月31日)

当第３四半期累計期間
(自　平成29年４月１日
　至　平成29年12月31日)

売上高 32,015,930 32,227,937

売上原価 30,576,086 30,808,720

売上総利益 1,439,843 1,419,217

販売費及び一般管理費 1,299,710 1,277,611

営業利益 140,133 141,605

営業外収益   

受取利息 10,984 10,787

受取配当金 39,712 46,013

受取手数料 25,537 25,013

その他 9,094 12,109

営業外収益合計 85,329 93,924

営業外費用   

雑損失 996 2,996

営業外費用合計 996 2,996

経常利益 224,466 232,533

税引前四半期純利益 224,466 232,533

法人税、住民税及び事業税 49,841 44,568

法人税等調整額 22,135 30,508

法人税等合計 71,976 75,076

四半期純利益 152,489 157,456
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【注記事項】

（四半期キャッシュ・フロー計算書関係）

　当第３四半期累計期間に係る四半期キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、

第３四半期累計期間に係る減価償却費（のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。）は、

次のとおりであります。

 
前第３四半期累計期間

（自　平成28年４月１日
至　平成28年12月31日）

当第３四半期累計期間
（自　平成29年４月１日
至　平成29年12月31日）

減価償却費 74,419千円 77,951千円

 

 

（株主資本等関係）

Ⅰ　前第３四半期累計期間（自　平成28年４月１日　至　平成28年12月31日）

配当金支払額

(決議) 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成28年６月29日

定時株主総会
普通株式 89,073 5 平成28年３月31日 平成28年６月30日 利益剰余金

平成28年11月11日

取締役会
普通株式 71,257 4 平成28年９月30日 平成28年12月８日 利益剰余金

（注）平成28年６月29日定時株主総会決議による１株当たり配当額には、創立70周年記念配当１円を含んでおります。

 

Ⅱ　当第３四半期累計期間（自　平成29年４月１日　至　平成29年12月31日）

配当金支払額

(決議) 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成29年６月27日

定時株主総会
普通株式 71,255 4 平成29年３月31日 平成29年６月27日 利益剰余金

平成29年11月13日

取締役会
普通株式 71,238 4 平成29年９月30日 平成29年12月８日 利益剰余金

（注）平成29年11月13日取締役会決議に基づく１株当たり配当額については、基準日が平成29年９月30日であるため、

平成29年10月１日付の株式併合前の金額を記載しております。

 

 

（持分法損益等）

 
前事業年度

（平成29年３月31日）
当第３四半期会計期間
（平成29年12月31日）

関連会社に対する投資の金額 54,200千円 54,200千円

持分法を適用した場合の投資の金額 282,396 308,338

 

 
前第３四半期累計期間

（自　平成28年４月１日
至　平成28年12月31日）

当第３四半期累計期間
（自　平成29年４月１日
至　平成29年12月31日）

持分法を適用した場合の投資利益の金額 20,749千円 32,987千円
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第３四半期累計期間（自　平成28年４月１日　至　平成28年12月31日）

１　報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

       （単位：千円）

 報告セグメント

合計
調整額
（注）１

四半期
損益計算書
計上額
（注）２

 卸売部門
飼料工場
部門

食品加工場
部門

冷蔵工場
部門

不動産賃貸
部門

売上高         

外部顧客への

売上高
30,105,175 944,984 408,741 474,193 82,835 32,015,930 － 32,015,930

セグメント間

の内部売上高

又は振替高

75,069 － 34,459 93,040 － 202,569 △202,569 －

計 30,180,244 944,984 443,200 567,234 82,835 32,218,499 △202,569 32,015,930

セグメント利益

又は損失（△）
312,954 26,330 △21,292 70,831 46,895 435,719 △295,585 140,133

（注）１　セグメント利益又は損失の調整額△295,585千円は、各報告セグメントに配分していない全社費用であり、

         主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

２　セグメント利益又は損失は、四半期損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

２　報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。
 

Ⅱ　当第３四半期累計期間（自　平成29年４月１日　至　平成29年12月31日）

１　報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

      （単位：千円）

 報告セグメント

合計
調整額
（注）１

四半期
損益計算書
計上額
（注）２

 卸売部門
飼料工場
部門

冷蔵工場
部門

不動産賃貸
部門

売上高        

外部顧客への

売上高
30,755,876 906,333 472,712 93,015 32,227,937 － 32,227,937

セグメント間

の内部売上高

又は振替高

26,903 － 91,206 － 118,110 △118,110 －

計 30,782,780 906,333 563,918 93,015 32,346,048 △118,110 32,227,937

セグメント利益 294,621 56,101 53,939 49,855 454,518 △312,912 141,605

（注）１　セグメント利益の調整額△312,912千円は、各報告セグメントに配分していない全社費用であり、主に報告

         セグメントに帰属しない一般管理費であります。

２　セグメント利益は、四半期損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

２　報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。
 

３　報告セグメントの変更等に関する事項

「食品加工場部門」につきましては、前事業年度末をもって事業を廃止したことに伴

い、第１四半期会計期間より報告セグメントを記載しておりません。
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（１株当たり情報）

１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第３四半期累計期間

（自　平成28年４月１日
至　平成28年12月31日）

当第３四半期累計期間
（自　平成29年４月１日
至　平成29年12月31日）

　　１株当たり四半期純利益金額 85円60銭 88円41銭

（算定上の基礎）   

四半期純利益金額（千円） 152,489 157,456

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純利益金額（千円） 152,489 157,456

普通株式の期中平均株式数（千株） 1,781 1,781

　（注）　１　潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりませ

ん。

　２　当社は、平成29年10月１日付で普通株式10株につき１株の割合をもって株式併合を実施しております。前

事業年度の期首に当該株式併合が行われたと仮定し、１株当たり四半期純利益金額を算定しております。

 

（重要な後発事象）

　該当事項はありません。
 

２【その他】

　当期の中間配当に関して、次のとおり取締役会で決議しております。

（イ）取締役会決議年月日　　　　　　　　　平成29年11月13日

（ロ）中間配当金の総額　　　　　　　　　　　　　71,238千円

（ハ）１株当たり中間配当額　　　　　　　　　　　　　　４円

（ニ）支払請求の効力発生日及び支払開始日　平成29年12月８日

　　（注１）平成29年９月30日現在の株主名簿に記載又は記録された株主に対し、

　　　　　　支払いを行っております。

　　（注２）当中間配当金の基準日は平成29年９月30日であるため、

　　　　　　平成29年10月１日付の株式併合前の金額を記載しております。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
 

　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

 

平成30年２月９日

中部水産株式会社
 

取締役会　御中  

 

 有限責任監査法人　トーマツ  

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 渋　谷　英　司　　印

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 髙　橋　正　伸　　印

 

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている中部水産株式会

社の平成29年４月１日から平成30年３月31日までの第75期事業年度の第３四半期会計期間(平成29年10月１日から平成29

年12月31日まで)及び第３四半期累計期間(平成29年４月１日から平成29年12月31日まで)に係る四半期財務諸表、すなわ

ち、四半期貸借対照表、四半期損益計算書及び注記について四半期レビューを行った。

 

四半期財務諸表に対する経営者の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表の作成基準に準拠して四半期財務諸表を

作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期財務諸表を作成し適正に

表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期財務諸表に対する結論

を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四

半期レビューを行った。

　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認

められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認められ

る四半期財務諸表の作成基準に準拠して、中部水産株式会社の平成29年12月31日現在の財政状態及び同日をもって終了す

る第３四半期累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかっ

た。
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利害関係

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以　上

 

（注）１　上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２　XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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